
学校経営の重点 

「多様なこどもたちの 深い学びを確かなものとしｈ 

未来の創り手を育成する学校」 
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とうべつ学園 教育目標 「夢と志を持ち 希望に満ちた未来を拓く子どもの育成」 

 

『フィルターバブルに陥らない～学校教育で学ぶ大事なこと』   校長  桂川  淳 

2026.8.28(金) 

学学園園ＨＨＰＰ  

８月のおわり～校長室から～ 

熊本大地震。避難生活の中で酷暑に見舞われ、

夏の避難の在り方が問われました。/千葉の大雨。

車が動けなる等多くの混乱を生みました。/エアコン

が普及していないヨーロッパも酷暑に悩まされてい

ます。近年の異常気象は違うフェーズにきたのではと

感じます。/当別町は比較的、災害の少ない町。しか

し、対岸の火事ではなく、日頃からの備え、準備、心

構えは大事。/これからを生きる児童生徒も、地球環

境の変化に向き合い強く生きていくチカラが求めら

れます。/９月１１日（金）、本校は研究発表会を実

施。石狩管内等から６０名ほどの参加者をお招きし

ます。/動員のない自主的な研究会に６０名ほどの方

が来てくれるのは、ありがたいこと。注目され、評価さ

れることは、ひいては学園の児童生徒の資質能力育

成につながります。/頑張るスタッフを応援ください。 

月かげに  涼みあかせる 夏の夜は  ただひとゝきの  秋ぞありける / 藤原  良経   秋の気配が少しずつ、です。  

 

 

 

〇「新しく、新鮮で生き生き」
という意味の「清新」。普
段使いではないですが、
美しい言葉です。 

〇「終わってほしくなかった
夏休み」ですが、学校生活
で味わえる充実や感動も
あるはず。 

〇長期休業を経て、充電を
終えた児童生徒の「清
新」さが伝わってくる８月
のスタートです。 

 

 

 ＡＩの進歩は目覚ましく、対話型ＡＩは人生相談にものっ

てくれます。対話型ＡＩは相談者に肯定的に反応するよう

設計されており、自身の好みに合った情報にいつしか囲

まれていく、というのが特徴にもなっています。 

自身の興味のある情報だけにしか触れなくなり、あた

かも情報の膜につつまれたかのようなこの状態を「フィル

ターバブル」と呼ぶそうです。このバブルの内側では、自

身と似た考え・意見が多く集まり、反対のものは排除（フ

ィルタリング）されるため、その存在そのものに気づきづら

くなってしまうことも…。 

ＳＮＳ、ソーシャルメディア等多くの情報に囲まれて生き

る我々にも、「フィルターバブル」に似た現象が生まれるこ

とはしばしばです。 大人でもそうなのですから、成長途

上の児童生徒の日常でも、「自分と違う」ことから生まれ

る齟齬や誤解、不信、かたくなな思考等が生まれる場面

があります。若い彼らの柔軟性を鍛えることは、義務教育

期間でさらに大事なことと考えます。では、どうしたら…。 

 

「人のリアルな心を知ること」。たくさんの人と出会っ

て、悩みながらも自分の頭で考えること、思考をやめない

ことが大事ではないでしょうか。 

ＡＩは危ないから使わないのではなく、使い方のスキル

を学ぶとともに、人とのリアルな関わり方のスキルも学ぶ

こと。その両輪を鍛える場所は、家庭であり、そして学校で

あると思います。 自分とは違う意見や考えにも向き合い、

最適解を模索する、そんな児童生徒を育成したいと考え

ています。 

この期間、教育実習生を迎えています。担当する教

諭はもちろん、さまざまなスタッフが、自身の教育実習

期間を思い出す時間ともなります。教師になろうと志し

たときの熱量やあのとき味わった感動等、学生の皆さ

んから改めて学ぶ時間にもなっています。 

 

 

 



 

当別・新篠津 夏休み作品展 

 当別・新篠津の各校で選ばれ

た小学生の個性あふれる作品

が展示されます。 

 ぜひ、会場でご覧ください。 

 

日時：９月５日（土）～６日（日）

１２：００～１７：００ 

会場：石狩当別駅前ふれあい倉庫カルチャーホール 

 

夏休み中の活躍・活動 
吹奏楽部は北海道吹奏
楽コンクール札幌地区予選
に参加。9 年生が下級生の
手本として日々の練習に励
み、格段にレベルアップした
演奏を披露しました。 
また、当別地域クラブの活
動の一環として「豚の目玉の解剖」や「プロ選手に
よるバスケと英会話の体験」が開催され、参加した
児童生徒は真剣かつ楽しみ、貴重な経験の場とな
りました。 

新人戦シーズン開幕！壮行会 
夏の公式戦が一区切りを迎
え、いよいよ 7・8 年生が中心と
なる新人戦のシーズンが始まり
ました。先日行われた管内中体
連新人大会では、陸上部が各
部に先駆けて出場し、堂々とし
た戦いぶりを見せてくれました。 
この新人戦は、新チームにと
って大切なスタートラインです。
9 年生から引き継いだ伝統の
バトンをしっかりと握り締め、こ
れからの 1 年間で自分たちの
カラーを形作っていきます。技
術の向上はもちろんのこと、チ
ームとしての絆を深め、困難に
も立ち向かう強い心を育む大
切な時期となります。新体制のもと、生徒たちがど
のように成長を遂げていくのか、温かく見守ってい
ただければ幸いです。保護者・地域の皆様の変わ
らぬご声援をよろしくお願いいたします。 

 

９月行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み作品展・夏休みの活躍等・部活動新人戦壮行会 学校だより６号４ページ 
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